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月
５
日
、
津
波
災
害
を
想
定

　
　

し
た
避
難
訓
練
を
津
波
浸

水
想
定
区
域
の
12
自
治
会
1
、

8
5
0
人
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
住
民
1
4
2
人
と

町
職
員
や
警
察
、
消
防
な
ど
の
関

係
者
96
人
の
計
2
3
8
人
が
参

加
し
、
自
宅
か
ら
避
難
場
所
へ
の

経
路
や
所
要
時
間
、
初
動
対
応
業

務
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
太
平
洋
沿
岸

で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と

を
想
定
し
て
実
施
。
９
時
に
地
震

が
発
生
し
、
気
象
台
の
大
津
波
警

報
発
表
に
よ
り
町
長
が
「
避
難
指

示
」
の
発
令
を
決
定
。
防
災
行
政

無
線
に
よ
る
町
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
へ
の
緊
急
割

り
込
み
放
送
、緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

広
報
車
な
ど
で
住
民
に
避
難
指
示
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を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
住
民
は
、放
送
を
受
け
て
か
ら
、

役
場
駐
車
場
や
母
と
子
の
館
な
ど

町
内
９
か
所
に
設
置
し
た
避
難
場

所
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
本
町
保
育
所
で
は
、
幼
児
26
人

と
職
員
８
人
の
計
34
人
が
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
り
、

Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
の
自
由
通
路
を
通
っ

て
役
場
ま
で
避
難
。
平
口
千
春
統

括
所
長
は
、「
日
頃
の
訓
練
の
成

果
が
活
か
さ
れ
、
約
６
分
で
役
場

ま
で
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
に
設
置

さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
、
被

害
状
況
や
対
応
な
ど
に
つ
い
て
確

認
。
真
屋
敏
春
本
部
長
が
「
前
回

の
有
珠
山
噴
火
か
ら
ま
も
な
く
20

年
を
向
か
え
る
。
ま
た
、
全
国
各

地
で
も
災
害
が
多
発
し
て
い
る
の

で
し
っ
か
り
と
訓
練
を
行
い
、
住

民
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
総
括
し
ま
し
た
。　

　
訓
練
終
了
後
、
虻
田
ふ
れ
合
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
防
災
講

演
会
に
は
、
住
民
や
関
係
者
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
心
は
流
さ
れ
な
い
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
と
き
、
住
民
の
避
難
誘

導
中
に
自
ら
も
津
波
に
流
さ
れ
る

経
験
を
し
た
岩
手
県
釜
石
市
の
横

山
幸
雄
さ
ん
が
、
津
波
の
映
像
を

交
え
な
が
ら
、
震
災
当
時
の
様
子

を
語
り
ま
し
た
。
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■避難所に到着するまでの時間
今回の訓練で避難場所に到着するまでに要した時間は、

早い人で４分、遅い人で 46 分、平均で約 12 分でした。
　大きな津波が発生する場合は、強い地震を伴うことがあ
るので、訓練のようにすぐに避難行動を取ることができな
い場合があります。日頃から家具の固定や部屋の出入口付
近には家具を置かないなどの対策を行いましょう。
　また、全体で 32％（24 人）の人が避難に要した時間が、
自分で想定していたよりも多く時間が掛かっていることが
わかりました。これは、津波到達時間内に避難できないリ
スクがあるので、日頃から避難所までの徒歩による移動時
間を知っておく必要があります。

■避難情報伝達方法　
　防災行政無線について、95％（71 人）の人がアナウン
スを聞いて避難行動を開始しましたが、５％（４人）の人
は聞こえなかったと回答しました。
　町では、さまざまな方法で避難情報を発信していますが、
特に、避難情報などの「命に係わる情報」については、消
防サイレンを繰り返し吹鳴し、避難を呼びかけます。
　また、1 人暮らしの高齢者で避難行動に不安を感じてい
る人は、図の情報伝達以外に「避難行動要支援者名簿登録
制度」という支援制度がありますので、健康福祉課福祉・
高齢者グループ（☎ 74-3001）まで相談してください。

■日頃から災害への備えをしましょう
津波への備えの第一歩は、津波ハザード

マップの確認や津波避難訓練に参加するこ
とです。広報とうやこ 10 月号とともに配
布した「津波避難訓練のお知らせ」にも津
波ハザードマップを掲載していますので、
日頃から津波ハザードマップを確認し、自
宅から津波が到達しない安全な場所までの
ルートを確認しましょう。
　町では年に１回、有珠山噴火災害と津波
災害が想定される地域に防災マップを配布
していますので、併せて確認してください。

無回答

未準備

準備済

準備をしている準備をしている
52 人（70％）52 人（70％）

準備をしていない準備をしていない
16 人（21％）16 人（21％）

無回答無回答
７人（９％）７人（９％）

無回答

知らない

知ってる

無回答無回答
16 人（21％）16 人（21％）

知らない知らない
10 人（13％）10 人（13％） 知っている知っている

49 人（66％）49 人（66％）

▼災害への備え
災害への備えとして、70％の人
が何らかの準備をしている一方
で、21％の人が準備をしていな
いことが分かりました。

▼

ハザードマップの認知
ハザードマップについては、
66％の人が知っていましたが、
13％の人が知らないと答えま
した。
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～洞爺湖町の情報伝達体制～
情報収集 情報活用 住民への情報伝達

洞爺湖町

Ｊアラート
国・北海道

気象台

【情報収集手段】 【ラジオで受信できる場合】
・FM77.6MHz で受信
【ラジオで受信できない場合】
・スマホアプリで受信

【避難情報が発令された場合】
・ＮＨＫのデータ放送で避難情報および
　避難所開設状況の確認

防災行政無線

広報車

コミュニティ FM
（ワイラジオ）

テレビ
データ放送

緊急速報メール
【緊急速報メール対応機種のみ】
・ドコモ、ａｕ、ソフトバンク
・受信するには受信設定が必要

洞爺湖町　防災行政無線 検索

・電話で確認（通話料有料）
　防災無線テレガイド（☎ 74-3050）
・ツイッターで確認（＠ Toyako_Bousai）　

【聞こえにくい場合】
命に関わる放送
・サイレン吹鳴の後、音声放送
  通常の行政放送
・洞爺湖町ホームページで確認

➡

　　　月５日の津波避難訓練時に実施したアンケート調査の結果がまとまりましたので、お知らせします。避難訓練の
　　　参加者 142 人のうち、75 人にアンケート調査へ協力いただきました。

避難訓練避難訓練
アンケート調査結果アンケート調査結果


